
4 ナーシング・キャンバス　Vol.6 No.3 2018.3

堀
ほ り

内
う ち

 裕
ゆ

美
み

子
こ

さん
医療法人偕行会城西病院 
総合相談窓口
音楽療法士

今回のゲスト

歩
多職種と語りたい！

はじめのチーム医療
ippo一

―音楽療法とは，「音楽のもつ生理的，心理的，社会的働きを
用いて，心身の障害の軽減回復，機能の維持改善，生活の質の
向上，問題となる行動の変容などに向けて，音楽を意図的，計
画的に使用すること」と定義されています 1）．現在臨床では音楽
療法を行う機会も増えてきましたが，堀内さんのように，病院
に所属されている音楽療法士の方は珍しいのではないでしょう
か．ということで，日頃のお仕事内容について教えてください．
私は音楽療法士兼事務職員としても働いています．音楽療法

士としての主な仕事は，まず院内の「認知症カフェ」での音楽療

法です．水曜日以外の毎日，午前10～ 12時まで行っており，

こちらは“常設型”と呼んでいます．これ以外にも，“イベント型”

の音楽療法を１年に１回，院内のロビーで行っています．また，

認知症カフェだけでなく，病棟やグループホームでも音楽療法

を行っています．

事務の仕事は，訪問診療に行っている医師や看護師に同行し

てカルテを入力する仕事などを行っています．

1日の流れとしては，午前中は朝礼が終わると認知症カフェ

で音楽療法を行って，午後は音楽療法の記録を書いたり，計画

を立てたりしています．

音楽療法の記録には，参加されている方の様子を記載します．

日々の変化や，音楽療法の前後にその方やご家族から相談を受

けた内容なども記録しています．

―「認知症カフェ」での音楽療法を見学させていただきました
が，みなさん，とても楽しそうに歌っていらっしゃいましたね．
この取り組みについて，くわしく教えてください．

地域の人が集まる場としての
音楽療法

本連載では，さまざまな領域で，
さまざまな専門性をもちながら活躍
する個性豊かな多職種のみなさんと，
医療や看護について語り合います！
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元看護師・著述業．茨城県行
方（なめがた）市生まれ，著
書に『おたんこナース』『看護

〈真実〉辞典TRUTH』など．
行方大使．

ナビゲーター

〜患者さんに好きな音楽を届ける〜

第23回

看護
音楽療法士

最終回
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「認知症カフェ」という取り組みは，当院では2015年に始ま

りました．院長が看護師，理学療法士，介護福祉士，事務職員

などの多職種を集めた認知症チームを作り，認知症の方やご家

族に来ていただいて，認知症予防体操やリハビリテーションな

どを行っています．

私は2017年の4月に入職し，5月から認知症カフェでの音楽

療法を開始しました．最初のうちは参加者が1人か2人の日も

あったのですが，7月頃から増え始め，2018年1月現在では，

1日で15人前後の方が参加されるようになりました．今では，

音楽療法は，認知症カフェのなかでとても人気のあるプログラ

ムになっています．

参加者は当院の患者さんだけではなく近くのクリニックやデ

イサービスから紹介されたり，民生委員さんから紹介されたり

するケースも増えています．

年齢は，60歳代の方も少しいらっしゃいますが，70～ 80

歳代の方が多いです．

ご夫婦で一緒に参加される方や，お子さんと一緒に参加され

る方もいらっしゃいます．ご家族で認知症カフェに来ていただ

くことで，たとえば，音楽療法を受けたあとに栄養指導を受け

ていかれたり，相談窓口で生活についての相談をされていかれ

たり，ということもできています．

―音楽療法の場で意識していること，気をつけていることなど
がありましたら教えてください．
まず，歌う曲については，みなさんの好きな曲を集めるよう

意識しています．人は20歳前後の頃に聴いていた曲が一番記

憶に残るといわれています．70～ 80歳代の方が多いので，

1960年代くらいに流行した曲を多く取り入れています．90歳

代の方では，戦争を経験されているので，軍歌を歌いたいとい

う方もいらっしゃいます．戦争はよい思い出ではないかもしれ

ないですが，青春時代にずっと聴いていた歌なんですよね．み

んなで歌うのは難しいことが多いのですが，参加者のみなさん

の雰囲気を見ながら，歌えそうなときには歌います．

ほかにも，みなさんが共通してよく知っている「ふるさと」な

どの唱歌も取り入れています．

参加者のみなさんからのリクエストも，随時追加していきま

す．参加者の方から教えていただいた，1960年代に流行した「お
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」という曲の替え歌で，「ボケます小唄・ボケない小唄」

という歌があるのですが，こちらは歌詞が認知症を予防するた

めの内容になっていて面白く，「これ私のことかな？」なんてお

話しながら楽しく歌っています．

そして，みなさんから歌詞を募集して作った「いつまでもこ

の町で」というオリジナルソング（p.7参照）もありますので，こ

ちらは毎回歌っています．地域にちなんだ歌詞なので，とても

覚えやすいんです．

ほかに，工夫していることとしては，「名前を呼ぶ」というこ

とです．名前を呼ばれるとやはりうれしい方が多いと思います

ので，参加者の方には，必ず1人ひとり声をかけるようにして

います．

私も名前を覚えていただけるよう，「堀内」と大きく書いた名

札をつけていますが，以前に参加者の方から「ほかの方の名前

を呼びたいけどわからない」というご意見があり，それからは

参加者の方全員に名札をつけていただくようにしました．

お名前を呼び合うようになったことで，参加者同士の会話も

活発になりました．「外で会ったときも気軽に話しかけられる

ようになってよかった」という声もお聞きしています．

さらに，音楽療法の場は，みなさんの得意分野を発表する場

にもなっています．たとえば，朗読が得意な方には，歌の中の

院内に入ってすぐの
スペースで行われて
いる音楽療法．楽し
そうな歌声に足を止
めてのぞきこむ人も
たくさんいました
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り，娘さんが涙されていた姿も印象的でした．

ほかに印象的だった方は，「四季の歌」の好きなある患者さん

です．この方も入院されていて，表情の乏しい方だったのです

が，音楽療法に参加されて「四季の歌」を歌ったときに，涙を流

されたんです．そこでお話を聞いたところ，亡くなったお母さ

んが好きだった歌ということでした．ほかの参加者の方もその

お話を聞いて，一緒に泣いてくださったりもしました．

このように，その方の好きな歌を知ることができたり，普段

聞くことのできない話を聞けたりするのも，私たちや参加して

いるみなさんにとっても，大切な経験となります．

入院中から来てくださっていた方が，退院後も通ってくださ

ることも多いです．また，入院患者さん以外で，外部からの紹

介で来られた方も，「音楽療法に通うことで，外に出るように

なり，気分がよくなった」といったお話をよく聞きます．デイ

サービスに行くのは少し抵抗がある，という方でも，来やすい

ようですね．1人でバスに乗って来られるようになったり，綺

麗なお洋服を着るようになったり，メイクをするようになった

り……．元気で楽しそうに通ってくださるのを見ていると，私

もうれしくなります．

―今後，医療や介護の場も変化していき，音楽療法が活用され
る場も増えていくことと思いますが，そのなかで，堀内さんは
どのように活動していきたいと考えますか？
現在，最期を迎える場所が病院だけではなくなり，多様化し

てきています．今後もこうした流れが続いていくと思うのです

が，そのなかで私は，音楽療法でその人らしい最期が迎えられ

  第23回

看護×音楽療法士

参加者1人ひとりに声をかける堀内さん（左）．みんなで歌えるよう，見やすい
歌詞カードも準備．見えにくい人がいるときは，堀内さんが歌詞をフレーズご
とに言うことで，みんなで歌えるよう工夫しています（右）

セリフの部分を担当していただいたり，相
す
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は，歌の合間で披露していただいたり．長年中国にいらっしゃっ

たという方に，中国語を教えていただくこともあります．とに

かく，みなさんに楽しく過ごしていただくことが大切ですね．

―音楽療法をしていて印象に残ったことなどがありましたら教
えてください．
やはり，参加者のみなさんの表情が明るくなること，があげ

られますね．音楽療法中の表情はもちろんですが，入院患者さ

んを連れて来てくれた看護師の方から，「音楽療法に参加する

ようになってから普段の表情も明るくなった」と言われること

もあり，本当にうれしいです．

入院患者さんたちは，「入院中の楽しみができました」「ほか

の方と接して元気になろうという前向きな気持ちになれまし

た」と言ってくださったりして，非常にうれしかったです．

なかでも印象的だった方は，ある90歳代の患者さんと，そ

の娘さんです．その患者さんは当初，怒りっぽくてあまり笑う

こともなく，娘さんも介護疲れにより暗い表情をしていました．

ところが，親子で音楽療法に参加するようになると，患者さ

んに笑顔がみられるようになり，ほかの参加者の方と楽しそう

に会話する姿もみられたんです．こうした姿を見た娘さんも非

常に喜んでくださって，「このような場所でみなさんと出会え

てよかったです」とおっしゃいました．娘さん自身も，みなさん

と炭
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を踊ったりして，とても楽しんでいらっしゃいました．

また，ほかの参加者の方が娘さんに，「あなたは本当にお父

さんの介護をよくがんばっているね．偉いね」と言ってくださ

表情が明るくなり，
前向きに生活できるように

音楽療法を
病院以外にも届けたい

＊相撲甚句‥‥相撲取りが土俵上で歌う七五調の歌．
	 日本各地の民謡ともかかわりがあるともいわれている．
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